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研究会報告
給されることにより､2つのタイプは集団中で維持される (Levene,1953;Gliddon&Strobeck,
1975)｡このような､それぞれの生息地で種の有利さを決定する機構はソフトセレクションと
呼ばれており､本研究の成体の死亡率はこれに相当する｡一方､全ての生息地での適応度の
和に応じて子供の数が決められる場合､生息地の違いは平均化され全体で種の有利さを決定
するため､2タイプは共存できない (Dempster,1955).この機構はハードセレクションと呼
ばれており､本研究の幼生生産率に相当する｡
5.さいごに
環境の異なる生息地からなるメタ個体群では､各種の死亡率が場所によって異なることが
重要であることが明らかとなった｡これは､環境の時間変動を考えた場合と逆の結論である｡
環境の変動をもたらす ｢空間｣と ｢時間｣という2つの要因は､種の共存に正反対の影響を
及ぼす｡生物の共存機構を考える際には､生活史パラメータの変動をもたらす主要因はどち
らであるかを考慮し､議論する必要があるだろう｡
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